
横浜市精神障害者生活支援センター指定管理者選定委員会（第２回） 

議事要旨 

議    題 応募法人に対する面接審査（２法人） 

日    時 平成２３年６月２１日（火）１７時００分から１９時００分まで 

開 催 場 所 関内駅前第二ビル６階 ６Ｇ会議室 

出 席 者 
【委員】   伊東委員、米倉委員、深澤委員、塩崎委員、上甲委員 

【事務局】  森障害支援課長、古川係長、門倉職員、森職員、市川職員 

欠 席 者 なし 

開 催 形 態 一部非公開 

傍聴者（定員） ２名（５名） 

議   事 

１ 配布資料説明 

  事務局から、「採点表」及び採点方法について、各委員に説明した。 

 

２ 応募法人（社会福祉法人横浜社会福祉協会）のプレゼンテーション及び委員からのヒアリン

グ 

 

（主なヒアリング内容） 

・ 鶴見区という地域をどのように分析しているのか。 

・ 鶴見区をどのような「まち」にしていきたいと考えているのか。 

・ 障害者全体のうち、精神障害者の割合が高いという説明があったが、どのような裏づけがあ

るのか。 

・ 生活支援センターの潜在的なニーズとして、どのようなものが考えられるのか。 

・ アウトリーチ支援をどのように考えているのか。 

・ 地域移行・地域定着支援事業や自立生活アシスタント事業を実施するにあたって、どのよう

に考えているのか。 

 

３ 応募法人（社会福祉法人横浜市社会事業協会）のプレゼンテーション及び委員からのヒアリ

ング 

 

（主なヒアリング内容） 

・ 現在指定管理者として生活支援センターを運営している保土ケ谷区と鶴見区との比較はど

のように把握しているのか。 

・ 10年後の生活支援センターのあるべき姿として、何か思うものはあるのか。 

・ 外国人への対応は、どのように考えているのか。 

・ これまでの実績を踏まえ、鶴見区ではどのようなアウトリーチ型活動を行いたいのか。 

・ もしも生活支援センターに対する住民のネガティブな反応があった場合どう対応するのか。

・ 利用者の苦情対応で何か工夫していることがあるのか。 

・ 経費節減のため、どのような取り組みをしているのか。 

 


